（別紙）

監視体制の強化について

1 強化モニタリングの実施

（1） 検査対象

ア　検査対象農場

　　家きん農場（原則として飼養羽数100羽以上、だちょうの場合は10羽以上。）について、95％の信頼度で10％の感染を摘発できる数の検査農場を無作為で選定。その際、①サンブリングの偏りを排除するため、県内の全農場を飼養規模別（※）にグループ分けし、②各グループの農場に番号を付し、③各グループの戸数に応じて按分した検査農場数を乱数表を用い無作為に抽出（階層別抽出）すること。

　（※）飼養規模は以下のとおりグループ分けする



Ⅰ　100羽以上（だちょうの場合は10羽以上）～1,000羽未満



Ⅱ　1,000羽以上～10,000羽未満



Ⅲ　10,000羽以上

イ　検体数

　　1農場当たり10羽以上（農場内で偏りのないよう選定）

ウ　検査回数

　　抽出した農場について少なくとも1年に1回実施

（2） 検査週齢

　　基本的に６週齢以上とし、より日齢の進んだ家きん

（3） 検査方法

臨床検査及び寒天ゲル内沈降反応による血清抗体検査。ただし、血清抗体検査で陽性が疑われる場合には、農林水産省消費・安全局動物衛生課（以下「動物衛生課」という。）に連絡の上、直ちにウイルス分離検査を実施

（4） 結果の報告

四半期ごとのモニタリング結果を様式１により取りまとめ、翌四半期の20日までに動物衛生課あてに報告すること。

2 報告徴収の対象の拡大

（1） 報告徴収対象

　　家きん農場（原則として飼養羽数100羽以上。だちょうの場合は10羽以上。）

（2） 報告徴収の内容

報告徴収は、様式２によること。また、通常の死亡率と異なる等本病の可能性を否定できない事態が生じた場合には、直ちにその旨を報告するよう家きんの所有者へ十分周知するとともに、異常について家きんの所有者から報告があった場合には動物衛生課あてに直ちに報告すること。

（様式１）

高病原性鳥インフルエンザモニタリング結果報告

平成　　年　　第　　四半期分

都道府県：　　　　　　　　　

	検査戸数
	検査羽数（うち陽性羽数）

	【採卵鶏】　　　　　　　　　　　　戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
	　　　　　　　羽（　　　　　羽）

　　　　　　　羽（　　　　　羽）

	【　　　】　　　　　　　　　　　　戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
	　　　　　　　羽（　　　　　羽）

　　　　　　　羽（　　　　　羽）

	【　　　】　　　　　　　　　　　　戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
	　　　　　　　羽（　　　　　羽）

　　　　　　　羽（　　　　　羽）

	【　　　】　　　　　　　　　　　　戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　戸
	　　　　　　　羽（　　　　　羽）

　　　　　　　羽（　　　　　羽）


· 検査戸数及び検査羽数の下段には、防疫指針第３の３に規定するモニタリングに該当する検査戸数及び検査羽数を別に記載すること。
（様式２）

報告徴収命令に対する報告の内容（家きん等の所有者から家畜保健衛生所へ）

平成　　年　　月分

	　
	　
	内容
	備考

	第○週
	飼養羽数
	羽
	　

	
	死亡羽数
	羽
	　

	第○週
	飼養羽数
	羽
	　

	
	死亡羽数
	羽
	　


※１　飼養羽数の備考の欄には、月又は週ごとの産卵率の低下等の健康状態についての異常及び防鳥ネットの破損等の飼養衛生管理の異常等を記載すること。

※２　死亡羽数の備考の欄には、通常の死亡率と比較して変動が認められるか、死亡日齢、発生鶏舎等に偏りが認められるか等についての特記事項を記載すること。






